


の二つで、中南米地域の人口の約 8 割、国内総生産
（GDP）及び輸出額の約 9 割を占める（第Ⅰ-2-4-2 図）
（第Ⅰ-2-4-3 表）。
「太平洋同盟」と「メルコスール」は、域内の経済

統合を目的として設立された統合体であるが、自由貿
易と多国間貿易重視の姿勢の下、域外との貿易促進や
新たな自由貿易協定締結等による通商関係の多角化・
深化に向けた取り組みも積極的に進めている。以下で
は、太平洋同盟とメルコスールの概要、経済、域内の
貿易構造等について概観する。

（1）太平洋同盟
① 概要

太平洋同盟は、太平洋沿岸に位置する中南米諸国の
経済統合とアジア太平洋地域との政治・経済関係強化
を目指す経済統合体で、加盟国は、チリ、コロンビア、
メキシコ、ペルー174 である。2011 年 4 月にリマで開催
された第一回太平同盟首脳会合に於いて、ガルシア・
ペルー大統領（当時）の呼びかけにより設立が合意され、
2012 年 6 月に発足した。2015 年 7 月には統合の目的や
組織・体制等の概要について定めた「太平洋同盟枠組
協定」、2016 年 5 月には加盟国間の貿易投資の促進・
円滑化の取り組みをまとめた「太平洋同盟枠組協定の
追加議定書」が発効し、域内経済の統合が進んでいる。
現在、域内の物品貿易に関して 92％の品目で関税が撤
廃されている他、投資、サービス、政府調達等におい
て内国民待遇が付与されている（第Ⅰ-2-4-4 表）。

太平洋同盟の特徴として、加盟国の自由貿易志向の
高さが挙げられる。各国ともに多国間及び二国間の通
商協定の締結に積極的で、米国や欧州、中国、日本、
韓国等の先進国・地域との間でも協定を締結済みまた
は交渉中の状況となっている。また、他の中南米諸国
と比べ、GDP 成長率が堅調、インフレ率も比較的安
定しており 175、規律に従って財政が運営されている
点や、外貨準備が確保されている等、経済面での安定
性が高い。しかし、メキシコを除いては、鉱物資源を
含む一次産品輸出への依存度が高い一方、国内の製造

備考：�GDP と輸出額は 2017 年、人口は 2016 年
出所：IMF WEO、GTA, World Development Indicatiors から作成。
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第Ⅰ-2-4-3 表 中南米主要国の経済・貿易指標の比較

項目 単位
太平洋同盟 メルコスール 〈参考〉

備考
チリ コロンビア メキシコ ペルー アルゼンチン ブラジル パラグアイ ウルグアイ ベネズエラ

名目GDP（2017 年） 10 億ドル 277 309 1,149 215 638 2,055 30 58 210 

実質 GDP 成長率（2017 年） % 1.5 1.8 2.0 2.5 2.9 1.0 4.3 3.1 -14.0 

一人当たり実質GDP（2017 年） US ドル 22,350 13,194 18,129 12,145 19,015 14,212 8,950 20,377 11,034 購買力平価（PPP）

消費者物価上昇率（2017 年平均） % 2.2 4.3 6.0 2.8 25.7 3.4 3.6 6.2 1087.5 

財政収支（2017 年、対 GDP 比） % -2.7 -3.1 -1.1 -3.1 -6.5 -7.8 -0.7 -3.5 -31.8 ベネズエラ（2013）、
チリ、パラグアイ
（2016）政府債務残高（2017 年、対 GDP 比） % 23.6 49.4 54.2 25.5 52.6 84.0 25.6 66.2 34.9 

経常収支（2017 年、対 GDP 比） % -1.5 -3.4 -1.6 -1.3 -4.8 -0.5 -1.8 1.6 2.0 

輸出依存度（2017 年） % 23.8 12.2 35.6 20.1 9.2 10.6 29.3 13.5 0.6 ベネズエラ（2016）

輸出に占める対米依存度（2017 年） % 14.7 27.9 79.8 15.8 7.6 12.3 1.4 5.7 22.7 ベネズエラ（2016）

輸出に占める対中依存度（2017 年） % 27.2 5.3 1.6 26.4 7.4 21.8 0.3 18.8 3.6 ベネズエラ（2016）

失業率（2017 年） % 6.7 9.3 3.4 6.7 8.4 12.8 5.7 7.4 27.1 ベネズエラ（2013）、
コロンビア（2015）人口（各国最新年） 百万人 18.4 49.3 123.5 31.8 44.1 207.7 7.0 3.5 31.4 

出所：IMF WEO、April 2018、各国通関統計、UNCTADから作成。

第Ⅰ-2-4-2 図
中南米地域における太平洋同盟とメルコスールの比較

173	ボリビアは 2012 年 12 月加盟議定書に署名し、各国議会の批准待ちで、現在議決権はない。ベネズエラは、2016 年 12 月アルゼンチン、
ブラジル、ウルグアイ、パラグアイの外相が加盟資格停止を通知。

174	コロンビア以外は環太平洋パートナーシップ（TPP）の署名国。
175	ただしメキシコについては、政府のガソリン低価格政策見直しによる価格引き上げの影響で 2017 年は年初から消費者物価指数が 6％台に

上昇した。18 年に入り 5％台に低下し落ち着きを見せている。
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まず、2015 年の貿易規模について見てみると、貿
易規模はブラジル・アルゼンチンの二国間の取引以外
は概して小さい。続いて財別の割合について見てみる
と、ブラジルとアルゼンチンが、域内の各国に対して
中間財と最終財の主要な供給国となっている。また中
間財については、域内のいずれの二国間においても一
定規模と割合の取引が見られ、ブラジル・アルゼンチ

ン間以外の貿易取引についても規模は小さいが分業体
制が確認できる。また最終財では、ウルグアイについ
ても、ブラジル及びパラグアイに向けて、規模は小さ
いが一定割合の輸出をしていることがわかる。

以上のことから、貿易の規模及び工程間分業の点か
ら見ると、太平洋同盟と比べ、メルコスールの方が域
内の統合度が高いことが確認される。

（1）中南米と主要域外国・地域の貿易動向
これまで、太平洋同盟とメルコスールの域内の貿易

構造を見てきたが、次に、中南米にとって主要な域外
の貿易相手国・地域との最近の貿易の状況について見
る。

以下のグラフは、中南米主要 9 か国（アルゼンチン、
ブラジル、チリ、コロンビア、メキシコ、パラグアイ、
ペルー、ウルグアイ、ベネズエラ）と米国、中国、
ASEAN 主要 6 か国（インドネシア、マレーシア、フィ
リピン、シンガポール、タイ、ベトナム）及び日本と
の間の 2000 年以降の貿易総額（輸出総額＋輸入総額）
及び貿易比率（世界との貿易総額に当該国・地域との
貿易総額が占める比率）を示す。（第Ⅰ-2-4-14 図）

初めに貿易総額について見てみると、2017 年は対
米国が約 9,972 億ドル、中国約 2,384 億ドル、ASEAN
約 606 億ドル、日本約 451 億ドルと対米国が圧倒的に
多く、中国が続く。2000 年から 2017 年の間に、全て
の国・地域との間で増加がみられるが、特に中国が
2000 年から 22.8 倍に著しく増加し、ASEAN も 7.8 倍
に増加した。これに対し、日本は 2.3 倍、米国は 2.0
倍の増加に留まった。

次に輸出及び輸入総額について見ると、いずれの国・
地域に対しても中南米は貿易収支赤字の状況が続いて
いる。これは、中南米地域が世界に向けた資源や食糧
等一次産品の主要な供給者である一方、製造業の未発
展により国内で必要な工業製品等について、域外から
の輸入に頼っているという貿易構造による。

続いて、貿易比率（2017 年）について見ると、中
南米地域の対米国の貿易比率が 60.4％、同、中国が
14.4％、ASEAN が 3.7％、日本 2.7％と、米国の比率
が他に比べ圧倒的に高いが、2000 年の 82.7％から
2017 年には 20％ポイント以上低下している。2012 年
以降は、米国向けの輸出増加に伴い緩やかな増加傾向

を示していたものの、足元では横ばいとなっている。
その一方で中国の貿易比率は 2000 年の 1.8％から
14.4％へと著しく上昇しており、ASEAN についても、
同 1.2％から 3.7％へと緩やかな上昇を続けている。な
お、日本については同 3.3％から 2.7％へとやや低下し
ている。

以上のことから、中南米地域においては、依然とし
て対米国間の貿易の規模と割合が相当大きいものの、
同地域における中国と ASEAN のプレゼンスが増大
している。日本については、貿易額は 2000 年と比べ
て増加しているものの、2011 年のピーク以降やや減
少傾向にあり、貿易比率についても緩やかに低下して
おり、中南米地域におけるプレゼンスが、米国、中国、
ASEAN と比べると低下していることが確認された。

（2）日本と中南米の貿易動向
中南米地域の対日本の貿易動向について見ると、

2017 年の輸出額は約 181 億ドル（前年比＋ 14.6％）、
輸入額は約 270 億ドル（＋ 3.3％）、貿易収支は約 88
億ドルの赤字だった。貿易総額は約 451 億ドル（前年
比＋ 7.6％）と、2000 年の約 197 億ドルから約 2.3 倍
に拡大した。主要輸出品である一次産品価格の下落等
により、2011 年をピークに 2012-16 年は 5 年連続で
減少したが、2017 年になりやや回復をみせている（第
Ⅰ-2-4-15 図）。

国別では、2017 年の対日本の貿易総額は、メキシ
コが他国に比べて圧倒的に多く、日本からの輸入額が
突出している。日本向けの輸出額は、多い順にチリ、
ブラジル、メキシコ、ペルーとなっており、いずれも
鉱物資源や農水産品等の一次産品が日本向けの主要な
輸出品目となっている。貿易収支を見ると、メキシコ
が日本に対し大幅な赤字が続いている他、コロンビア、
アルゼンチン、パラグアイ、ウルグアイも貿易赤字の
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国となり、中国にとっても中南米は、米国、EU、ア
ジアに次ぐ第 4 位の貿易相手に成長。2000-2014 年の
間に中国向け輸出量は約 20 倍、輸入量は約 18 倍に拡
大した。ILO は、中南米と中国間の貿易の特徴として、
対中国貿易赤字の拡大の傾向と貿易品目の絶対的な技
術水準の格差を挙げている。
第 2フェーズ（2007-2008 年～）：資金提供、海外投
資の流入

中国の政府系銀行による資金提供が増加し、国別で
は中南米向け資金の約 5 割がベネズエラ、ブラジル、
アルゼンチン、エクアドル、ボリビア向け、部門別で
は、資金の 3 分の 2 がインフラ整備やエネルギー向け、
約 25％が鉱業向けであった。さらに中国から年間約
100 億ドルの海外投資が中南米に流入し、ブラジル、
ペルー、アルゼンチンが主要な投資先となった。資金
提供と海外投資は、ともに 2 国間貿易と深く関係して
おり、中国からの投資は鉱業、石油、ガス、原料部門
に集中した。
第 3フェーズ（2013 年～）：重要インフラ事業の実施

中国は主に港湾、鉄道、空港等の建設やエネルギー
分野のインフラ事業を実施してきており、AEI China 
Global Investment Tracker（CGIT）によると、2005-
2016 年に中国が世界向けに実施した 1,138 件、計約
6,278 億ドルのインフラ事業のうち、中南米向けは 95
件（シェア 8.3％）、約 586 億ドル（同 9.3％）だった（第
Ⅰ-2-4-23 表）。

③ 主要国と中国の貿易・投資関係
次に、中南米主要国と中国との二国間の貿易・投資

関係等について見ていく。国別の貿易収支を見ると、

中国に対して貿易黒字を有する国は、鉱物や食糧等の
一次産品を中国に輸出しているブラジル、チリ、ペルー
で、赤字国はメキシコ、コロンビア、アルゼンチン、
ウルグアイ、パラグアイとなっている。2017 年では、
ブラジル、チリ、ペルー、ウルグアイで、中国が第 1
位の輸出相手国及び輸入相手国になっている。またア
ルゼンチンとパラグアイでは、中国が第 1 位の輸入相
手国となっている。

（ブラジル）

ブラジルの 2017 年の対中国輸出額は、約 474 億 88
百万ドル（前年比＋ 35.2％）、輸入は約 273 億 21 百万
ドル（前年比＋ 16.9％）で、貿易収支は約 201 億 67
百万ドル（前年比＋ 71.3％）の黒字となっている（第
Ⅰ-2-4-24 図）。

主要な対中国向け輸出品目は大豆、鉄鉱石、石油、
パルプ、牛肉、フェロアロイ、航空機等であるが、上
位 3 品目の大豆と鉄鉱石、原油で輸出額の約 8 割を占
める。輸入品は、電話機・同部品、テレビ・ラジオ部

第Ⅰ-2-4-23 表 中国の国際インフラ案件の比較（国別：2005-2016 年）

（百万ドル、%）

2005-2016 年
金額 シェア

サブサハラ・アフリカ 179,480 28.6

西アジア 137,290 21.9

中東・北アフリカ 112,150 17.9

東アジア 97,640 15.6

中南米 58,610 9.3

EU 31,930 5.1

オーストラリア 8,230 1.3

米国 4,080 0.6

合計 627,840 100.0
金額と件数はいずれも合計値と一致していない。
資料：ILO、AEI-CGIT（2017）より作成。

（件、%）

2005-2016 年
件数 シェア

サブサハラ・アフリカ 325 28.6

西アジア 219 19.2

中東・北アフリカ 209 18.4

東アジア 210 18.5

中南米 95 8.3

EU 59 5.2

オーストラリア 13 1.1

米国 10 0.9

合計 1,138 100.0

中国のインフラ案件（金額） 中国のインフラ案件（件数）

第Ⅰ-2-4-24 図 ブラジルの対中国貿易額の推移

資料：�Global Trade Atlas から作成。
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